
令和３年度　大利根用水国営施設機能保全事業

大布川排水路等改修実施設計業務

特　別　仕　様　書

（第１回変更）

関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所



第１章  総　　則
（適用範囲）

第１－１条 変更なきにつき省略

（目　　的）
第１－２条 変更なきにつき省略

（場　　所）
第１－３条 変更なきにつき省略

（低入札価格における第三者照査）
第１－４条 変更なきにつき省略

（履行確実性評価の達成状況の確認）
第１－５条 変更なきにつき省略

（一般事項）
第１－６条 変更なきにつき省略

（管理技術者）
第１－７条 変更なきにつき省略

（照査技術者）
第１－８条 変更なきにつき省略

（担当技術者）
第１－９条 変更なきにつき省略

（配置技術者の確認）
第１－１０条 変更なきにつき省略

（保険加入）
第１－１１条 変更なきにつき省略

第２章  作業条件
（適用する図書）

第２－１条 変更なきにつき省略

（設計条件）
第２－２条 変更なきにつき省略

（作業条件）
第２－３条 変更なきにつき省略

（対象施設）
第２－４条 変更なきにつき省略

（参考図書）
第２－５条 変更なきにつき省略

（貸与資料）
第２－６条 変更なきにつき省略

（参考図書及び貸与資料の取扱い）
第２－７条 変更なきにつき省略

第３章  作業内容
（作業項目及び数量）

第３－１条 変更なきにつき省略

（現地作業内容）
第３－２条 変更なきにつき省略



（作業の留意点）
第３－３条 変更なきにつき省略

（業務の成果品質確保対策）
第３－４条 変更なきにつき省略

（業務管理）
第３－５条 変更なきにつき省略

（業務の成果品確保対策）
第３－６条 変更なきにつき省略

（業務写真における黒板情報の電子化）
第３－７条 変更なきにつき省略

（技術提案書の取扱いについて）
第３－８条 変更なきにつき省略

第４章  打合せ
（打合せ）

第４－１条

作業着手時の段階
中間打合せ現地踏査結果及び現地調査計画書提出時）
中間打合せ（健全度評価報告時）
中間打合せ（対策工法検討結果及び施工計画作成時）（Web形式）
報告書原稿作成段階（Web形式）

第５章  成果物
 (成果物)

第５－１条 変更なきにつき省略

 (成果物の提出先)
第５－２条 変更なきにつき省略

第６章  契約変更
 (契約変更)

第６－１条 変更なきにつき省略

第７章  定めなき事項
 (定めなき事項)

第７－１条 変更なきにつき省略

　打合せ場所については、関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所大利根用水支
所とするものとするが、第４回打合せ及び最終回はWebでの打合せとする。

最 終 回
　なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録
簿を作成し、上記の打合せの都度、内容について、監督職員と相互に確認するものとす

　共通仕様書第1-10条による打合せについては、主として次の段階で行うものとする。
　また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。

初 回
第 ２ 回
第 ３ 回
第 ４ 回

　ただし、調査基準価格を下回る価格で契約した場合においては、上記に定める打合せ
を含め、受注者の責により管理技術者の立会いの上で打合せ等を行うこととし、設計変
更の対象とはしない。
　その際、管理技術者は共通仕様書第1-11 条に定める業務計画書に基づく業務工程等の
管理状況を報告しなければならない。



【調査対象施設一覧表】 別紙１

変更なきにつき省略

03_特別仕様書（第１回変更）.xlsx￥調査対象施設



【作業項目内訳表】

作業内容

1
設計対象施設の周辺地形、現況、諸施設について調査
し、実施設計に必要な現地調査を行う。

（〃）
1

式

2

　実施設計に必要な施設完成時の設計図書及び施設管理
記録(管理・事故・補修記録等）、施設管理者等から聞
き取り調査により、地域特性に係る資料等の収集・整理
を行う。
　また、貸与資料の内容を把握する。

（〃）
1

式

3

　現地調査・資料の検討で得られた情報を参考に、遠隔
目視により変状の有無や変状箇所の特定を行い、踏査結
果を整理する。踏査結果を踏まえ、現地調査（定点調
査）を行う調査地点、調査項目等を選定、検討する。

（〃）
1

式

4

　現地踏査により決定した調査地点において、目視や簡
易な器具による計測等の調査を行い、変状等を定量的に
把握(ひび割れ・欠損・変形等計測、周辺観察等を含
む）するとともに、スケッチを作成する。

（2,995）
2,376

ｍ2

5
　資料の検討等に基づき、水利構造条件及び施設の要求
性能を設定する。

（〃）
1

式

6
　調査結果に基づき、調査単位毎に施設の健全度の判定
を行う。

（〃）
1

式

7

　基本条件及び健全度評価結果に基づき、構造機能・水
利機能の回復に必要な対策を総合的に検討し、改修工法
等の詳細について決定する。また、必要に応じて構造計
算の確認も行う。
　大布川常時排水機場については、建屋のひび割れと雨
水による漏水、シャッターの改修の検討または改修工法
の検討を行う。

（〃）
1

式

8
　工事実施に必要な構造図、補修標準断面図、補修工詳
細図及び仮設図等を作成する。

（〃）
1

式

9
　工事実施に必要な工事数量を工種毎に詳細数量計算を
行う。なお、工事数量の算出にあたっては工事数量算出
要領に基づき算出すること。

（〃）
1

式

10
　仮設工事計画を含めた施工計画及び工程計画を詳細に
作成する。

（〃）
1

式

11
　工事実施に必要な特別仕様書を作成する。なお、特別
仕様書の作成にあたっては特別仕様書記載例に基づき作
成すること。

（〃）
1

式

12

　各工種において、積算の根拠資料(施工歩掛、施工機
械の選定等）、採用単価の根拠資料（単価調査、見積徴
集等)及び施工単価条件の選定資料等を作成する。ま
た、諸経費率の算定を行い工事価格を算出する。なお、
見積等徴集する場合は複数社から徴集し見積の妥当性を
検証するものとする。

（〃）
1

式

13
　照査計画書に基づき、作業の節目毎に照査を実施し、
照査報告書を作成する。

（〃）
1

式

14
　各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の
作成を行う。

（〃）
1

式

健全度評価

改修工法の検討

工事図面作成

数量計算

施工計画作成

特別仕様書作成

工事費積算

点検取りまとめ

照査

現地踏査

現地調査
（近接目視）

基本条件の検討

別紙２

作業項目 作業数量

現地調査

資料の検討



別紙３

【令和３年度大利根用水国営施設機能保全事業　大布川排水路等改修実施設計業務　現地調査作業一覧表】

　近接目視 変状定量把握、スケッチ作成

（301）
262

ｍ2

ｍ2吐水槽含む

（328）
308

ｍ2

　新堀川排水路５号水門

　新堀川排水路６号水門

　新堀川排水路７号水門

作業項目 規　　　　　格

【現地調査】

施設　現地調査 点的構造物　機場、頭首工
（〃）
8

大布川排水路２，３，４号水門
大布川常時排水機場
新堀川排水路３，５，６，７号水門

作業条件

【現地踏査】

数量 備考

　大布川排水路３号水門

　大布川排水路４号水門

　大布川常時排水機場

　新堀川排水路３号水門

（361）
307

ｍ2

　大布川排水路２号水門
（333）
476

ｍ2

（909）
231

（253）
229

ｍ2

（248）
213

ｍ2

（262）
350

ｍ2
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